
工事の届出書の留意事項と添付書類
【土石の堆積に関する工事の届出書】

盛土等の規模が、以下に示す規模を超える場合は、次の表に掲げる図面並びに盛土又は切土をしている土地
及びその付近の状況を明らかにする写真の提出が必要です。

⑥一時的な土石の堆積において、最大時に高さ5m超かつ面積1,500㎡超となるもの又は最大時に堆積す
る面積が3,000㎡超となるもの※３

様式 留意事項

図面の種類 明示すべき事項 備考

位置図

地形図
（現況図）

土地の平面図
（最大時の堆積の
計画図）

縮尺、方位、道路及び目標となる地物

縮尺、方位及び土地の境界線

縮尺、方位及び土地の境界線並びに勾配が十分の一を超え
る土地における堆積した土石の崩壊を防止するための措置
を講ずる位置及び当該措置の内容、空地の位置、柵その他
これに類するものを設置する位置、雨水その他の地表水を
有効に排除する措置を講ずる位置及び当該措置の内容並び
に堆積した土石の崩壊に伴う土砂の流出を防止する措置を
講ずる位置及び当該措置の内容

等高線は２ｍの標高
差を表示

工事の実施主体の者の住所・氏名を記載する
こと（押印不要）。

工事を現地で実際に施工している者の住所・
氏名を記載すること。

工事を実施している土地のすべての地番を記
載すること。緯度・経度については、工事を
している土地の中で、面積が最大である地番
を代表地点として記載すること。

土石を堆積する高さの最大値を記載すること。

土石を堆積する面積の最大値を記載すること。

土石を堆積する土量の最大値を記載すること。

工事に着手した日、完了予定年月日を記載す
ること。

予定通りか、遅延しているかを記載すること。
遅延している場合は、その対策も記載するこ
と。

※3 土石の堆積をする厚さが30cmを超えないものは除く。

都市計画図等

代理人の住所、資格、氏名、連絡先を記入


